
幾何学 I / 幾何学概論V：レポート問題3の答え

次のように定義された写像 ϕ : Ω1(U) → C∞(U,R2)とψ : Ω2(U) → C∞(U,R)をおいておく。

ϕ(g1 ∧ dx1 + g2 ∧ dx2) = g

ψ(h ∧ dx1 ∧ dx2) = h

ここで、g1, g2, h : U → Rは滑らかな写像であり、g : U → R
2は「g(x) = (g1(x), g2(x))」で

定義された写像である。写像 ϕと ψの逆写像は、次のように定義できる。

ϕ−1(g) = g1 ∧ dx1 + g2 ∧ dx2

ψ−1(h) = h ∧ dx1 ∧ dx2

ここで、g = (g1, g2) : U → R
2及び h : U → Rは滑らかな写像である。よって、写像 ϕと ψ

は同型であることが分かる。最後に、次の図式が可換になることを示せばよい。
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次の計算は、左の正方形が可換になることを示す。
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同様に、次の計算は、右の正方形が可換になることを示す。
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= rot(g1, g2) = (rot ◦ϕ)(g1 ∧ dx1 + g2 ∧ dx2)
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